青木鐵夫　（藤枝市在住）
青木鐵夫氏は、単色木版画を専門に制作しているアーティストです。伝統的な日本の浮世絵版画からインスピレーションを得て、そしてその技法を生かして、青木氏は、現代社会の営み、相互作用、動向を実に印象的に作品に表しています。

浮世絵版画は、１７世紀から１９世紀の間に制作された日本の木版画のジャンルに入りますが、（劇場、娯楽、芸者、また都会的享楽と関連があったために）伝統的には、美術ではなく、商業芸術と見なされていました。

１９世紀の終わり、浮世絵版画は‘西洋化’を経て、国内では廃れてしまいましたが、皮肉にも、時を同じくして、ヨーロッパで大変な人気を博し、印象派、立体派、後期印象派の芸術家たちに主要な影響を与えたのです。

２０世紀になり、廃れていた浮世絵版画は、日本でまた創作版画として蘇り、今は芸術として認められています。青木鐵夫氏の作品は、浮世絵版画復活の現代の証しでもあります。２００９年１１月にシドニー（オーストラリア）のペンリス・リージョナルギャラリー/ルワーズ記念館にて展示され、好評を博しました。　　　　（ジョン・カークマン）
昨年１１月、ペンリス市において市制５０周年と姉妹都市友好を祝うさまざまな記念行事が盛大に開催されました。
ペンリス・リージョナルギャラリーで同時に開催された「ユニフォーム」　ハロルド・デイヴィッドによる人物写真展、青木鐵夫「木版画・ドローイング」展、大浦宏一・洋子夫妻、マイケル・バトラー氏による「畳ワールド」展、及び山瀬晋吾氏・角光雄氏による「テラコッタ・陶芸」展は、その記念行事の一つとして企画されました。それはペンリス市、藤枝市、白山市の友好の証しとなり、またそれぞれの文化の特異性と普遍性を教えてくれる展覧会となりました。
本展は、そのときの展覧会を再現するものです。ペンリス・リージョナルギャラリーにおける青木鐵夫「木版画・ドローイング」展では４０点の作品を展示しましたが、今回はそのなかから１０点を選びました。白黒の世界の魅力を楽しんでいただければ幸いです。　　　　　　（　青木鐵夫　）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

